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研究成果の概要（和文）：標記研究課題に対する研究成果は、次の（１）～（４）の通りである。

（１）ロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクト・ペテルブルグ分所所蔵の胡語文献の裏面

に書かれた漢語文献の目録原稿を作成し、そのうちの非仏教文献の録文を公表した。（２）旅順

博物館所蔵の『唐律』『律疏』断片のカラー写真を学界に提供し、既発表論文のいくつかの論点

をより正確にした。また、旅順博物館所蔵吐魯番出土の唐代の田制等社会経済文書と墓葬再利

用文書の文献・彩画両面資料とを実見し、それらと龍谷大学所蔵の大谷文書等との綴合を示し

た。さらに、綴合によって復原された唐代の官文書の史料的位置づけを行った。（３）敦煌仏教

との比較資料として、開封市の繁塔に見える北宋初期の仏教石刻資料を増補し、その全体像を

提示した。（４）胡語文献の研究と関わって洛陽のソグド人「安菩夫妻」の墓と墓誌を調査し、

その成果を公表した。 
 
研究成果の概要（英文）：Summary of Research Findings 
1.	
 Work continued on drafting a catalog of Chinese documents appearing on the versos of 
Sogdian language documents preserved in the archives of the Russian Science Academy’s 
St. Petersburg Institute of Oriental Studies, and the non-Buddhist records in that 
collection were published. 
2.	
 Release to the scholarly community of photographs showing fragments of the Tanglü 
(唐律, Tang Dynasty Penal Code) and Lüshu (律疏, Commentaries on the Tanglü) preserved 
in the Lushun Museum, China, and refining of several related controversial points in the 
existing research literature. 
Also at the Lushun Museum, the team inspected fragments of documents related to the 
Tang Period arable land system, the backs of which were used for pictorial burial 
paraphernalia and later excavated in Turfan, enabling these fragments to be pieced 
together with fragments preserved in such archives as the Ryukoku University Otani 
Collection, thus placing them within the historiographical context of reconstructed Tang 
Period official documents. 
3.	
 Supplementation of early Northern Song Period Buddhist stone inscriptions found at 
Pota 繁 塔  in Kaifeng, Henan Province, China, as comparative sources to the 
historiography of Dunhuang Buddhism, enabling a more comprehensive image of 
Buddhism during that period. 
4.	
 Survey of the replicated gravesite for the Sogdian Anpu 安菩 and his wife and his 
epitaph found in Luoyang, Henan Province, China and the publication of a report on its 
findings related to Sogdian language documents. 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・東洋史 
キーワード：敦煌	
 吐魯番	
 漢語文献	
 胡語文献	
 出土資料	
 石刻	
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１．研究開始当初の背景 
平成 15 年(2002)に東洋文庫が他国に先がけ
てロシア科学アカデミー東洋学研究所サン
クト・ペテルブルグ分所から入手した内陸ア
ジア出土文書のMicrofilm（全 363リール、
約 25万駒）には 4・5世紀から 15世紀に及
ぶコータン・サカ語、西夏語、ウィグル・ソ
グド語、漢語、チャガダイ・トルコ語等 11
言語の文書が含まれている。Microfilm 化さ
れた文字資料の目録を公開することは、我が
国だけでなく、諸外国の研究機関や研究者の
希求するものがある。漢語文献については目
録を作成したが、そのほかの言語については、
未整理のものがある。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は「内陸アジア出土 4～12 世紀の漢
語・胡語文献の整理と研究」と題して 3年間
の計画で遂行するものである。旧来、中国の
正史に代表される編纂史料を中心に進めら
れてきた内陸アジア諸地域（敦煌やトルファ
ン、ホータン、チベットなど）の諸民族の歴
史に対して、本研究は、現地で各時代に作成
された漢語文献・胡語文献（非漢語諸民族文
献）を用いて、とくに内陸アジア諸民族の文
化や社会の諸相について新考察を加えるこ
とを目的とするものである。 
 
 
３．研究の方法 
（１）研究代表者と分担者の 3名は、東洋文
庫がロシア科学アカデミー東方学研究所サ
ンクトペテルブルク分所から	
 1990 年代に入
手した内陸アジア出土文書 microfilm	
 363 リ
ール中の、古ウイグル・ソグド語文書
microfilm	
 30 リールに含まれている胡語・漢
語文書を抽出し、その文書の「文書番号・齣
数対照目録」を作成する。	
 
（２）北京の諸機関における調査では、代表
者土肥による中国国家図書館他の敦煌・吐魯
番文書中の、関係する胡語・漢語文書の実見
から、その特色と傾向を総括する。分担者岡
野は、旅順博物館・中国国家図書館・北京大
学図書館における法制文書と関係史料の実

見成果をまとめ総括する。旅順博物館におけ
る調査では、分担者片山は、連年の調査報告
をさらにまとめ総括する。	
 
（３）河南省における調査に関連して、代表
者土肥は連年の寺院関係石刻資料の確認や
追跡の結果として、開封と鄭州・登封など地
域ごとに成果をまとめる。分担者岡野は、洛
陽と龍門の関係石刻資料等の調査成果をま
とめる。	
 
	
 
	
 
４．研究成果	
 
（１）東洋文庫がロシア科学アカデミーから
入手した内陸アジア出土文書マイクロフィ
ルム 363 リール中の、古ウイグル・ソグド語
文書マイクロフィルム 30 リールに含まれる
胡語・漢語文書を抽出し、「文書番号・齣数
対照目録」のデータベース化の方針を決めて
作業を行い、胡語文献の裏面に書写された漢
語文献の内容目録の草稿を作成した。なお、
そのうちの非仏教関係文書については、録文
集を作成するとともに、それぞれの史料を評
価する段階に入った。	
 
（２）関連する漢語・胡語資料の所蔵機関の
調査については、分担者の岡野が、旅順博物
館所蔵の『唐律』『律疏』断片のカラー写真
を学界に提供し、既発表論文のいくつかの論
点をより正確にした。分担者片山は、研究協
力者とともに、旅順博物館と龍谷大学とに分
蔵される文書断片の綴合案を提示した。その
中には発見当初の霊芝雲の外貌復元が含ま
れる。その復元の成果をふまえて、代表者の
土肥が、霊芝雲型官府文書について考察した
結果を公表した。	
 
（３）代表者土肥は、敦煌仏教文化との比較
や供養人題記を分析するため、同行の分担
者・補助者、日中の協力者らとともに、河南
省開封市の繁塔に見える北宋初期の仏教石
刻資料調査を完了した。そして、比較研究の
対象として鄭州開元寺の石棺銘を調査し、そ
の成果を資料集補遺のかたちで提示した。ま
た、分担者岡野は洛陽においてソグド系の
「安菩夫妻」の墓と墓誌を調査し、その成果
を公表した。	
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